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１ 単元名 「ぼうグラフと表」 

 

２ 考察 

(1) 教材観 

  本単元は学習指導要領第３学年算数の以下の内容を受けて設定したものである。 

「Ｄ 数量関係」 

（3）資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりする

ことができるようにする。 

 ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

身近な事象について数量を調べて棒グラフや二次元の表に整理することは事象の傾

向や特徴をわかりやすく把握するために有効な方法である。本単元の学習で児童は資料

の傾向や特徴を容易に把握することができ、算数のよさや有用性を感じることができる

ようになる。また、事象を数的に処理していこうとする児童の意欲を高めることができ

る単元であると考える。 

児童は１学年でものの個数について絵を用いたグラフを読み取ったり、グラフに表し

たりすることを学習し、２学年では簡単な事柄の表やグラフを読み取ったり、表やグラ

フに表したりすることを学習している。  

本単元では１・２学年の学習を踏まえ、資料を分類整理して棒グラフや二次元の表に

表したり、読み取ったりすることを学習する。事象について落ちや重なりがないように

調べて表にする方法を理解するとともに、わかりやすく表現する方法として棒グラフを

導入していく。棒グラフの読み方の学習では数量を正確に読むことはもちろん、資料の

特徴を示すために数量の大きい順に項目を並べたり、事象の様子がわかるように数量を

時系列の順に並べたりするなどの工夫についても考え、グラフを基に様々なことが考察

できるよさを味わえるようになる教材である。 

棒グラフをかく学習では手順をしっかりと理解し、必要な事項についてもれなく正確

に表すことができるようにする。また、グラフをかく際には資料の数量とグラフを表す

用紙の大きさなどから１目盛りをいくつにするかを考えられるようにする。グラフのよ

さと表し方を理解することで身のまわりの事象について調べ、整理して表そうとする態

度を育てていくことが大切であると考える。 

 

身近な事象を棒グラフに表す学習において、前時の学習で学んだグラフに必要な読むポ

イント（縦と横の軸、グラフの項目の配列、原点と目盛りや単位、表題）について児童が

確認する場を設定し、見通しをもって課題解決に取り組むとともに、集団解決の場で児童

がかいた棒グラフをわかりやすさ、見やすさについて比較・検討することによって、児童

が自ら課題を解決し、棒グラフをかくことができるであろう。  

 

授業の視点 



 

また、２つの観点による二次元の表も扱い、整理のしかたの理解を深めていく。資料

を整理するよさを味わうことで自分で観点を決めて資料を分類整理する算数的活動へ

と関心・意欲を高めていく。この過程では児童自身が捉えた課題に基づいて自分なりに

見通しをもって分類整理に取り組んでいくことが重要である。  

様々な資料について目的に応じた統計的な処理をすることによって状況を判断し、見

通しをもって対策を立てたり、問題解決したりすることは今後ますます重要になる。棒

グラフや二次元の表の活用はこの課題に答えるための手段の１つである。そのため算数、

他教科での活用はもとより、日常の生活のなかでも活用できる力を身に付けることがで

きる教材である。 

  

(2) 教材の系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目標 

 様々な日常の事象を調べてわかりやすく棒グラフや表に表し、事象の状況や特徴を考察

できるようにする。  

 

１年 しらべよう  

・分類整理して数えること 

・整理して絵を用いたグラ

フに表したり、読み取っ

たりすること  

・絵を用いたグラフから特

徴を読み取ること  

２年 せいりのしかた  

・分類整理して数えること  

・分類整理して簡単な表や

グラフに表したり、読み

取ったりすること  

・簡単な表やグラフから特

徴を読み取ること  

３年 ぼうグラフと表  

・「正」の字を使った分類整

理のしかた  

・棒グラフの意味と特徴 

・棒グラフの読み方、表し

方 

・資料を２つの観点で分類

し、簡単な二次元の表に

まとめること  

４年 折れ線グラフ  

・折れ線グラフの読み方、

表し方 

４年 整理のしかた  

・やや複雑な資料を２つの

観点で二次元の表にまと

める 

・資料を２観点４分類の表

にまとめること  

５年 帯グラフと円グラフ  

・帯グラフと円グラフの意

味と特徴  

・帯グラフと円グラフの読

み方、表し方  

６年 資料の調べ方  

・資料や平均や散らばりの

調べ方 

・度数分布を表す表や柱状

グラフの読み方、表し方 



４ 評価規準 

 おおむね満足できる状況 

算数への関心・意

欲・態度 

資料を分類整理し、棒グラフや二次元の表に表すことのよさを味わい、

日常の様々な事象を棒グラフや二次元の表に表して調べようとする。  

数学的な考え方  身近な事象について資料を分類整理し、棒グラフや二次元の表に表す

ことによって資料の特徴を考察することができる。  

数量や図形につ

いての技能 

資料を分類して表に整理したり、棒グラフや二次元の表に表したり読

んだりできる。  

数量や図形につ

いての知識・理解 

棒グラフや二次元の表の読み取り方、かき方がわかる。  

 

５ 指導方針 

・児童が学びの連続性をもてるようにするため、１・２年生の資料を分類整理して特徴を

読み取る学習を活用しながら本単元「ぼうグラフと表」の学習を導入し、系統性を踏ま

えたスパイラルな学習を展開する。  

・本単元の学習の必要性を味わったり、学ぶ意欲・関心を高めたりできるようにするため、 

資料を棒グラフや二次元の表に表す学習では必然性のある具体的な事象を取り上げる。 

・資料を集計する際には「正」の字を使って整理すると便利であること、資料の落ちや重

なりをなくすには表に合計欄を設けるとよいことについて実感を伴って理解できるよう

にするため、体験の場を意図的に設定する。 

・資料は棒グラフや二次元の表に表すと特徴がわかりやすくなることを認識できるように

するため、元の資料と棒グラフや二次元の表とを比較する場を設定する。 

・グラフが表す意味を十分に理解できるようにするため、グラフの読み方の学習ではグラ

フの読むポイント（縦と横の軸の意味、項目の配列、原点と最小目盛りの大きさや単位、

表題）に着目して棒グラフを読む活動を取り入れる。 

・棒グラフのかき方の学習では見通しをもってかけるようにするため、グラフの読み方の

学習で学んだグラフの読み方のポイント（軸、項目の配列、原点と目盛りや単位、表題）

について確認する場を設定する。 

・グラフをかく活動では適切な目盛りで棒グラフをかけるようにするため、グラフ用紙の

目盛りに合わせて１目盛りの数値を考える問題も取り上げる。 

・二次元の表の学習では落ちや重なりのない二次元の表をかけるようにするため、２つの

観点の合計が同じになることを表で確認しながら理解できるようにする。 

・児童が「ぼうグラフと表」の学習について充実感、達成感を味わえるようにするため、

見通しをもつ場、自力解決の場を設定する。 

・各授業で課題解決の「見通し」をもてるようにするため、自力解決の前に既習の知識・

技能を確認したり、児童の実態に合った算数的活動の場を設定したりする。 

・各授業の集団解決の場で児童が考えを広げたり、深めたりできるようにするため、ＩＣ

Ｔ（書画カメラ）を活用し、児童のノートの記述を生かした意見交換の場を設定する。 

・児童が自分自身で主体的な学びを意識できるようにするため、各授業の「めあて」「ま

とめ」は児童の言葉を用いる。 



・各授業の終末の「振り返り」の場で１単位時間の学びを深められるようにするため、学

んだことをどのように生かすかを書くよう助言する。 

・児童のもつ特性により、授業への取組に課題のある児童がいるので、課題把握、自力解

決、集団解決での発表の場で戸惑うことや学習ルールを守れないことがあった場合は、

落ち着いた学習環境を整えるため、特性に応じて個別の支援・指導を行う。 

 

６ 校内研修とのかかわり  

 本校では１単位時間の学習活動を「めあて」「見通し」「自力解決（自分の考え）」「集団

解決（友だちの考え）」「まとめ」「振り返り」をキーワードとして組み立てている。６つの

キーワードによる学習活動について教師が共通理解を図り、日常の授業として実践してい

くことで、既習の知識・技能を活用する規則的な学習活動が本校において常に展開され、

児童に学び方が身に付くものと考える。 

 ６つのキーワードによる学習活動に児童が自ら進んで取り組めるようにするには児童が

自ら「めあて」を明確にもつことが必要である。そして、課題解決の「見通し」をもつ場

面において児童の実態に合わせて既習の学習を振り返ったり、既習の知識・技能を活用す

るような算数的活動を設定したりすることが必要である。本単元では児童が「めあて」を

共有した後、「見通し」として１・２学年で学習した絵を用いたグラフや一次元の表を確認

しながら棒グラフや二次元の表の意味や読み方を導入する。また、棒グラフをかく際には

本単元で学習する棒グラフの意味や表し方のまとめを確認してからグラフに表す活動に取

り組む。既習事項を常に振り返ったり、確認したりする活動を日常の学習に取り入れるこ

とで学び方の定着を図りながら、主体的に課題解決を図れるようにする。 

ところで、課題解決のために既習の学習を振り返ったり、確認したりする場面で児童が

手立てとするのはノートである。そのため、ノートはわかりやすく、見やすいものである

必要がある。そこで、本校では発達段階に応じて６つのキーワードについて色分けをして

ノート指導を行っている。３年生では「めあて」「見通し」「自力解決（自分の考え）」「集

団解決（友だちの考え）」「まとめ」の項立てを青色とし、正誤の○付けや訂正と区別しな

がら、簡素な中にもメリハリをつけている。  

また、「集団解決」の場で児童は自分と友だちの考え方を比較・検討し、新しい考えや

よりよい考えをノートに記録し、児童は考えを広げたり、深めたりするものと考える。本

単元では資料を棒グラフに表したり、二次元の表に表したりする活動で自分と友だちの考

えを比較・検討し、よりよい考えを選択してノートに記録する。よりよい考え方をノート

に記録することが児童一人一人の課題解決の結果であり、学びであると考える。  

授業の終末で「めあて」に対して「まとめ」を書くことで本時の課題解決に納得し、「振

り返り」を書くことで本時の学びを深めるものと考える。  

児童が自ら「めあて」をもって課題解決のために既習事項をノートで振り返ったり、確

認したりして「見通し」をもちながら「自力解決」していくこと、「集団解決」で自分と友

だちの考えを比較・検討してノートに記録し自らの考えを広げたり、深めたりすること、

授業の「まとめ」「振り返り」を書いて学びを深めることは、本校の研究副主題「習得した

知識・技能を活用する力をはぐくむノート指導の工夫」の実践であり、「自ら課題を解決す

る児童の育成」を追究するものであると考える。  



７ 指導と評価の計画  

時 
ねらい 

めあて まとめ  
学習活動 支援及び留意点  観点評価項目(方法) 

１ 身近 な事 象に つい

て、設定した項目に

基づいて資料を分類

整理し、処理するよ

さを 味わ おう とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

様々な遊びが書か

れたカードを興味

を も っ て 整 理 す

る。 

・整理する必要性を

もてるようにするた

め、様々な遊びのカ

ードをランダムに並

べて課題提示する。 

・遊びの種類と人数

を数える際には落ち

や重なりがないよう

にするため、「正」の

字を使って数える方

法を示す。  

関身近な事象につ

いて調べる活動を

通して分類整理す

るよさを感じ、進

んで処理しようと

する。 

（発言・観察）  

２ 棒グラフの仕組みを

知り、棒グラフを読

み取 るこ とが でき

る。また、棒グラフ

の工夫、棒グラフで

表す よさ を理 解す

る。 

 

 

 

 

 

 

棒グラフの意味や

読み方を理解し、

棒グラフの特徴を

読み取る。  

項目の順序を分か

り や す く 並 べ 替

え、工夫しながら

棒グラフの読むポ

イ ン ト を 確 認 す

る。 

・棒グラフについて

理解できるようにす

るため、棒グラフの

用語や読み方をしっ

かり押さえる。  

・棒グラフの工夫に

ついて理解できるよ

うにするため、目盛

りや度数の違う棒グ

ラフを比較する場を

設定する。  

知棒グラフの意味

や読むポイントを

理解している。  

（発言・ノート） 

３ 

本 

時 

棒グラフの表し方の

ポイントに基づいて

表を棒グラフに表す

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフの読み方の

学習で学んだ棒グ

ラフの読むポイン

ト（軸、項目の配

列、原点と目盛り

や単位、表題）を

基にして資料を棒

グラフで表す。  

・課題解決の見通し

をもてるようにする

ため、グラフをかく

前に前時で学んだ棒

グラフの読むポイン

ト（軸、項目の配列、

原点と目盛りや単

位、表題）について

児童が確認する場を

設定する。  

技棒グラフの読む

ポイントを生かし

て棒グラフをかく

ことができる。  

（観察・ノート） 

ぼうグラフのかく
ポイント 
・たてのじく、よこ
のじくをきめる。  
・こうもく（ようき

のしゅるい）は多
い方からじゅん
にかく。その他は
さいごにかく。  

・０、めもり、たん
いをきめる。  

・表題をかく。  

表をぼうグラフで
表すには、どうかけ
ばよいだろう。  

ぼうグラフは、多
い、少ないやじゅん
いが分かりやすい。 

ぼうグラフのよい
ところはどんなと
ころだろう。  

表にまとめると分
かりやすくなる。  

しりょう（あそびの
しゅるいと人数）を
表にすると、どんな
よいところがある
だろう。 



 

４ 資料を見やすい棒グ

ラフに表すことがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の最大値やグ

ラフ用紙の目盛り

をもとに１目盛り

の大きさを考え、

棒グラフに表す。  

・分かりやすく、見

やすい棒グラフをか

けるようにするた

め、グラフ用紙の目

盛りに合わせて１目

盛りの数値を考える

問題を取り上げる。 

技資料の最大値と

グラフ用紙の大き

さを基にしてグラ

フの１目盛りの大

きさを考えて棒グ

ラフをかくことが

できる。  

（観察・ノート）  

 

 

 

 

 

 

５ 横向きの棒グラフを

読み取ることができ

る。また、時系列の

順に表した棒グラフ

のよさを理解する。  

 

 

 

 

 

 

 

横向きの棒グラフ

や時系列に並んだ

棒グラフを読み取

り、横向きの棒グ

ラフや棒グラフの

工夫について理解

する。 

・既習のグラフとの

違いに気づけるよう

にするため、課題把

握後に既習の棒グラ

フを提示する。 

・目的に応じて棒グ

ラフの順番が時系列

になることを理解で

きるようにするた

め、時刻、月、年な

どの時系列の例をあ

げる。 

知横向きの棒グラ

フや項目が時系列

に並べられた棒グ

ラフの読み方やよ

さ を 理 解 し て い

る。 

（発言・ノート）  

 

 

 

 

 

 

 

６ 一次元の表を基に二

次元の表をつくり、

資料の特徴を読み取

ることができる。ま

た、一次元の表と比

較し、二次元の表の

よさを捉えることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次元の表を基に

二 次 元 の 表 を 作

り、資料の特徴を

読み取る。  

・落ちや重なりのな

い二次元の表のよさ

を捉えられるように

するため、２つの観

点の合計が同じにな

ることを確認する。 

・目的に合った表を

作成できるようにす

るため、二次元の表

のよさに着目して資

料の考察をするよう

に促す。 

考資料を二次元の

表にまとめ、資料

の特徴を考察して

いる。 

（発言・ノート）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表をまとめて、全体
の合計をもとめる
と、全体のとくちょ
うがわかる。  

全体のとくちょう
のもとめるにはど
うしたらよいだろ
う。 

ぼうグラフは、よう
日、時間のじゅんに
ならべるとわかり
やすいものがある。 

ぼうグラフのとく
ちょうはどんなと
ころだろう。  

ぼうグラフは、グラ
フ用紙の大きさを
考えて、１めもりの
数を考えてかく。  

グラフ用紙の大き
さに合わせてぼう
グラフをかくには
どうしたらよいだ
ろう。 



７ 棒グラフや二次元の

表を用いて基本的な

練習問題を解くこと

ができる。 

 

 

 

 

 

 

棒グラフや二次元

の表を用いて基本

的な練習問題を解

いて、習熟する。 

・戸惑う児童がいた

場合はノートの振り

返るページについて

助言する。  

技棒グラフを正し

く読み取ったり、

棒グラフに表した

りすることができ

る。 

二次元の表に表す

ことができる。  

（発言・ノート） 

 

 

 

８ 自分で調べたことを

二次元の表や棒グラ

フに表すことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で調べたいこ

とを決めて、調べ

たことを二次元の

表や棒グラフに表

す。 

作った棒グラフか

ら 特 徴 を 見 つ け

る。 

・計画的に資料を準

備できるようにする

ため、事前に興味あ

ることについて調べ

るよう助言する。 

・調べる内容、方法、

対象については実現

可能となるよう助言

する。 

・目的に合った表や

棒グラフの表し方に

ついて助言する。  

関調べたいことを

自ら考え、調べた

結果を表や棒グラ

フに意欲的に表し

ている。  

（観察・ノート）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 身近な事象について

表された二次元の表

と棒グラフを照らし

合わせながら資料を

まとめ、事象の傾向

や特徴を読み取るこ

とができるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な事象につい

て表された二次元

の表と棒グラフを

照らし合わせなが

ら資料をまとめて

特徴について考察

する。 

・事象の傾向や特徴

を読み取れるように

するため、資料をま

とめる際には二次元

の表と棒グラフを比

較するよう助言す

る。 

考身近な事象につ

いて表された二次

元の表と棒グラフ

を照らし合わせな

が ら 資 料 を ま と

め、事象の傾向や

特徴を読み取るこ

とができる。 

（発言・ノート）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表とぼうグラフを
同じし点で見くら
べると、問題がとけ
る。 

表とぼうグラフを
しあげるには、どこ
を見ればよいでし
ょう。 

とくちょうがわか
りやすいぼうグラ
フをどんどん使お
う。 

調べたいことを決
めて、表やぼうグラ
フでどのように表
したらよいでしょ
う。 

ぼうグラフや表で
問題がとける。  

れんしゅう問題を
とくには学んだこ
とのどれをつかえ
ばよいでしょう。  



８ 本時の学習 

 (1) ねらい 棒グラフの読むポイントを生かして棒グラフをかくことができる。  

(2) 準備 教師：「飲み物のようきと数」の問題文と表（提示用、児童用）、グラフ用紙（児

童用）、前時の学習の棒グラフ「しせつで遊びたいこと」（提示確認用） 

(2) 準備 教師：「かりた本の数」の問題文と表（提示用、児童用）、グラフ用紙（児童用）、 

        書画カメラ、プロジェクター、黒板掲示用スクリーン 

     児童：定規、のり、はさみ 

 (3) 展開 

学習活動 

・予想される児童の反応  

時

間 
指導上の留意点  評価項目 

1 本時の問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

・今日の勉強は棒

グラフをかくこと

だな。 

・どんな棒グラフ

ができるかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○児童が問題把握していることを確認す

るため、容器の種類と本数に着目しているこ

とを児童に確認する。 

 

2 本時の課題把握 

（めあての設定） 

 

 

・棒グラフはどこ

からかくのかな。 

 

 

 

 

２

分 

 

 

 

 

○棒グラフをかく手順やポイントに着目でき

るようにする。 

 

3 課題解決への見

通しをもつ 

 

 

 

 

 

・棒グラフの読む

ポイントを参考に

すると、かけるか

な。 

４ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

○児童がぼうグラフの読むポイントを活用す

ることに自ら気づけるようにするため、「算数

の学習で大切なことは何か」を問い、既習の

ノートを見返すことができるよう促すととも

 

問題  

右の表は，さち子さんの家で  

１週間に出たしげんごみのうち，  

のみ物のようきを調べ，数を  

しゅるいべつに表したものです。  

ぼうグラフに表しましょう。  

 

 

 

めあて  

表をぼうグラフで表すには、どうかけばよいだろう。 

見通し  

ぼうグラフの読むポイント  
・たてのじく、よこのじくを見る。  
・こうもく（ようきのしゅるい）のじゅんばんを見る。  
・０、めもり、たんいを見る。  
・表題を見る。  

飲み物のようきと数  

しゅるい  数（こ） 

ペットボトル  １４ 

びん ９ 

アルミかん  １１ 

スチールかん  ５ 

その他 ６ 

合計 ４５ 

 



・棒グラフの読む

ポイントでは項目

の配列は多い順に

なっていたな。  

・めもりの数があ

ると読みやすかっ

たな。 

に、既習のノートを見返す習慣化を図る。 

○戸惑っている児童には、棒グラフの読み方

から棒グラフをかくポイントを見出せるよう

にするため、前時までの授業のノートを確認

する際、机間巡視にて棒グラフに必要な事項

は何かを問いながら個別に支援する。 

○児童が前時までのノートを見返して気づい

たことを確認する際には、棒グラフの読み方

の授業で使った棒グラフを黒板で提示する。 

4 課題への自力解

決 

・見通しを基にし

て、棒グラフをか

いてみよう。 

・一番多いのが 14

こだから、めもり

は１つずつかぞえ

ればよいな。 

・ペットボトル、

アルミカン、びん、

スチールカンの順

だな。 

・その他は最後だ

ったな。 

９ 

分 

○棒グラフをしっかりかけるようにするた

め、棒グラフを読むポイントを確認しながら

かくよう助言する。 

○戸惑っている児童には、個別の支援にて棒

グラフを読むポイントを一つずつ確認し、助

言する。 

○棒グラフを早くかきあげた児童には棒グラ

フの読むポイントをしっかり生かせたか、棒

グラフの上端や下端までしっかり塗れている

か確認するよう促す。 

技棒グラフの読

むポイントを生

かして棒グラフ

をかくことがで

きる。 

（観察・ノート） 

5 課題への集団解

決（意見交流） 

・私の棒グラフを

投影したい。 

・友だちと同じ棒

グラフがかけた。 

・棒グラフは多い

順に項目をならべ

ているな。 

・棒グラフの塗り

方 に ム ラ が な い

な。 

８ 

分 

○児童の活躍を促すため、児童の棒グラフを

ＩＣＴ（書画カメラ）を使って提示する。 

○棒グラフの読むポイントを生かして、分か

りやすく、見やすい棒グラフがかけたかどう

か確認する場面では、発表者以外の児童から

意見を聞くことによって、児童の主体的な課

題解決を促す。 

○投影された棒グラフを見て、自分の棒グラ

フを見直し、必要がある場合は赤色で訂正す

るよう促す。 

 

6 本時の学習のま

とめ 

・本時で学んだこ

とをまとめる。 

 

 

４ 

分 

○本時のめあてに対してまとめ、グラフのか

くポイントを確認する。 

○児童の言葉を用いてまとめるようにし、達

成感を味わい、学習意欲を高められるように

 



 する。 

 

 

 

 

 

 

 

7 本時の学習の振

り返り 

・棒グラフの読む

ポイントを使った

ら棒グラフがかけ

たので、表見つけ

たら、棒グラフに

してみよう。 

・棒グラフを書く

ときは隅までしっ

かり塗って、見や

すくしよう。 

５ 

分 

○本時の学習と自分の学びについて振り返

り、日常生活との結びつきを考えてかくよう

促し、本時の学習の深まりを図る。 

○数名の児童が発表し、共有を図る。 

 

8 練習問題への取組 

 

 

 

 

 

 

 

・棒グラフの書く

ポ イ ン ト を 使 え

ば、しっかりかけ

る。 

・色ムラなくグラ

フをかこう。 

・めもりの数え間

違えをしないよう

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本的な練習問題を解いて、習熟を図る。 

○ＩＣＴ（書画カメラ）を用いて児童がかい

た棒グラフを提示して答え合わせをする。  

○「かりた本の数」のグラフが早くかけた児

童には補充問題「算数スキル 58、59 ページ」

に取り組むよう指示する。  

○戸惑っている児童には「まとめ」を１ずつ

確認しながら棒グラフをかくよう机間巡視に

て個別に促す。 

 

9 次時の学習への

導入 

２ 

分 

○次時の学習への動機付けを図る。  

 

まとめ  

ぼうグラフのかくポイント  
・たてのじく、よこのじくをきめる。  
・こうもく（ようきのしゅるい）は多い方からじゅんにかく。その他

はさいごにかく。  
・０、めもり、たんいをきめる。  
・表題をかく。  

問題  

次の表は，じゅんさんたちが  

１か月間に，図書室からかりた  

本の数です。  

ぼうグラフに表しましょう。  

かりた本の数  

名前 本の数（さつ） 

じゅん ８ 

はな ５ 

はるき ７ 

まなみ ４ 

合計 ２４ 

 



９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ６月１７日（金） P５６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題   表  

 

「容器の種類と本

数」 

 

 

 
めあて  

前時の学習の棒グ

ラフ「しせつで遊び

たいこと」  

 

 

 

（移動黒板：プロジェクター投影） 

自分の考え  

友だちの考え  

グラフの投影  
・「容器の種類と本数」  
・「かりた本の数」  
 

まとめ  

 

 

 

問題   表  

 

「かりた本の数」  

 

ふりかえり  

 

 

見通し  

 



 

 


